
平成２５年度 事業報告 



主 な 事 業 概 要 に つ い て 

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

２０１３年度の国内建設総投資額は、前年度比１１.２％増の４９兆９５００

億円と２年連続で増加となりました。政府建設投資は補正予算の建設投資額を

含めると１６.４％増の２１兆９６００億円と大きく伸び、民間投資も景況感の

改善や消費増税前の駆け込み需要を背景に７.５％増の２７兆９９００億円と大

きな成長を見せました。 

その一方で、需要増による資材・労務費の高騰や技能者不足はより深刻とな

りました。これを背景にした入札不調も全国各所で発生しましたが、設計労務

単価の見直しや低入札調査基準価格の算出に係る一般管理費の引き上げ等の施

策が功を奏して効果が顕著に表れるとともに、市場にも建設産業界疲弊の理由

とも言われてきた「低価格競争」に歯止めのかかりそうな兆しも見え始めまし

た。過当競争から脱却しなければ企業存続と建設産業の将来はないという認識

が、受発注者双方で日に日に高まっていることを感じております。 

当協会も、良質な社会資本整備の担い手として、行政活動に少しでも貢献す

べく活動して参りました。７つの委員会のテーマ選定は、効率的かつ有効な手

段の提案・提言を行う公益機関としての役割を常に意識するものとなり、8月の

設立記念日には各技術委員会より研究成果を発表することが出来ました。さら

に、自前の講師を高等学校に派遣する建設技術講習会実施を通じて、将来を担

う技術者育成・建設産業のＰＲを目的に、協会内外の交流活動にも積極的に推

進致しました。

トンネル技術委員会 

１．活動方針 

トンネルの維持修繕や環境問題及び新工法に関して調査研究を行い、県

内業者の技術力向上を図る事と、適正工法の研究等を行い、トンネル施工

に関してより質の高い社会資本整備・公共福祉の増進に寄与する事を目的

としました。 

２．活動内容 

県内業者の技術力向上の為に、以下のような活動を行いました。 



① 研修テキスト作成

『社会基盤を支えるトンネル技術者』のテキストを作成しました。

② 技術発表会への参加・発表

『覆工コンクリート品質確保の追究』

研究成果報告の発表を行いました。

③ 岐阜社会基盤研究所第１１回研究発表会への参加

岐阜大学サテライトキャンパス（４階多目的講義室）

④ 建設技術講習会への参加・発表

平成２６年２月１７日、岐阜県立恵那農業高等学校 環境科学科１・

２年生８０名対象の講習会に参加しました。

ダム技術委員会 

１．活動方針 

ダム工事及び砂防ダム工事に関する新技術、新工法、環境・水質保全対策

等を調査研究することにより、会員相互の技術力の向上を図る事を目的とし

ました。 

２．活動内容 

①技術発表会への参加・発表

１）「既存ダムの再開発～ダムの新設によらない洪水対策・水資源開発～」

というテーマで、鶴田ダムの治水機能強化を目的とする再開発事業に

ついて 

２）砂防ダムにおける技術開発の動向として、中津川市に現在施工中の

橋ヶ谷第２砂防堰堤（土石流捕捉を目的とした透過型堰堤）において、

現地視察を実施しその特徴について 

３）岐阜県発注予定の、郡上市大和町内ヶ谷に建設される内ヶ谷ダムの

事業概要、現在の進捗状況、今後の予定について 

以上３テーマについてまとめ発表しました。 



②岐阜社会基盤研究所主催の討論会・発表会への参加

研究テーマ自由討論会では、Ｈ鋼型スリットダムについて意見交換を

行いました。 

 研究発表会では、平成２３年～平成２５年に取組んだ既存ダムの再開

発について、過去に当委員会が取組んだＨ鋼型スリットダムと今後の取

組を発表しました。 

③建設技術講習会への参加・発表

平成２６年２月１７日、恵那農業高等学校にて１・２年生対象で、「環

境にやさしいダム造り」というテーマで講習を行いました。この講習で

は環境をキーワードとして、ダムの必要性、種類、施工中における環境

配慮、また、砂防ダムの施工方法や種類について説明しました。 

下水道技術委員会 

１．活動方針 

本委員会は、過去の研究成果を踏まえ、県内企業にて施工ができる新技

術の開拓及び習得、また新製品の情報収集等を行い、会員相互の技術力の

向上を目的としました。 

２．活動内容 

下水道施設の地震（耐震）対策の新技術工法と新製品をテーマに掲げま

した。 

①既設マンホールでの耐震（腐食防止）工事の仮設・施工方法の検討

耐震補強や劣化補修工事の仮設・施工方法の新技術を研究し、技術

力の向上を目指しました。 

②地震による液状化現象に伴って浮上するマンホール対策（地域にあっ

た製品の模索）

県内企業にて施工が出来るよう新技術の情報収集を行い、各地域に

あった施工方法や製品の特長を把握するよう研究しました。 

③施工・製品の新技術の開拓

各講習会や展示会などに各委員が積極的に参加・取り組みを行い、



有益な情報を取得し、研究テーマに活かしました。平成２５年７月３

０日～８月２日に実施された下水道展（東京）に参加し新技術等の資

料収集を行い、今後の研究に活用します。 

④建設技術講習会への参加・発表

平成２５年１０月２３日に岐阜農林高等学校 環境科学科において

当委員会より講師を派遣し、２年生４０名の生徒を対象に技術講習会

を開催しました。 

橋梁技術委員会 

１．活動方針 

県内建設企業の技術力向上を目指すと共に、会員相互のコミュニケーシ

ョンをはかり、情報交換を密にして、発注者に対して技術力をアピールし、

地域への貢献につながるように活動しています。 

平成２５年度は、岐阜大学とエイト工業が基礎研究している「環境共生

型簡易縦坑掘削システム」の実用化に向けて検討する活動を行いました。 

２．活動内容 

①環境共生型簡易縦坑掘削システムの試験施工と分析

本システムは、岐阜大学とエイト工業が数年前から基礎研究を行っ

ています。平成２５年度は、実際の工事現場において実施した、実用

化に向けた試験施工の結果を分析し、本システムの施工性・安全性・

経済性の面からの検証と、実用化に向けての分析・意見交換を行いま

した。又さらなる検討として、深礎鉄筋組立の立坑外での施工の検討

を行いました。 

②建設技術講習会への参加・発表

平成２５年１０月２３日 岐阜農林高等学校 環境科学科２年生４

０名を対象に『橋梁とは？！』というテーマで講習を行いました。こ

の講習では、できるだけ生徒に解りやすく、身近な物に感じられるよ

う、橋梁の種類や構造、施工方法などを説明しました。 



３．まとめ 

平成２５年度は、環境共生型簡易縦坑掘削システムの実用化へ向けての

試験施工の実施結果より、課題や改善点を分析し、システムの改善を行い

ました。平成２６年度にも、次の試験施工を実施する現場が決定しており、

今回改良したシステムによる施工を行い、その結果を検証していきます。 

自然共生技術委員会 

１．活動方針 

 当委員会は、２つの活動を中心に実施してまいりました。１つ目は、近

い将来建設業に携わる学生を対象にした「建設技術講習会」です。２つ目

は、最近特に増えているゲリラ豪雨や大雨による被害の情報収集をして、 

調査・研究する「豪雨による中小河川の氾濫」です。 

２．活動内容 

①建設技術講習会への参加・発表

講習テーマは「地域を守る建設業」～防災と豊かな自然との共生の

ために～と題し、高校生に対しわかりやすく建設業が地域の安全や環

境を守るため、大いに活躍している大切なやりがいのある仕事である

ことを強調して、建設産業分野への進路を積極的に検討するように、

平成２５年１０月２３日には岐阜農林高等学校、平成２６年２月１７

日には恵那農業高等学校にて、講習を行いました。 

②「豪雨による中小河川の氾濫」について調査・研究

局地的豪雨の頻発によって、河川の氾濫被害が各地で生じている現

状において、被害が発生すると想定される県内中小河川を調査対象と

しました。岐阜地区は鳥羽川、西濃地区は大谷川、中濃地区は津保川

と３箇所選定し、近年の豪雨水害状況・治水対策等の情報収集をして、 

調査研究活動を行いました。 

また、平成２５年９月２６日には研究テーマ「豪雨による中小河川

の氾濫」についての勉強会を開催し、独立行政法人土木研究所自然共

生研究センターにて研究員 小野田幸生様の講義を聴講しました。 



安全・環境委員会 

１．活動方針 

本委員会は、社会基盤整備・維持管理の担い手として、労働安全・環境

改善策の提案・指導、意識の向上及び自然環境問題への対応・改善を目的

に活動致しました。 

２．活動内容 

①安全・環境パトロールの実施

５現場で実施し、安全対策、省資源・省エネルギーへの取り組み、

環境汚染の防止対策、自然環境への取り組み等をチェックシートに基

づき指導・改善を行いました。 

②びわ湖環境ビジネスメッセ 2013 への参加

③建設技術フェア 2013 in 中部への参加

④合同安全講習会への参加

⑤岐阜社会基盤研究所主催の研究発表会への参加

⑥電子マニフェスト普及拡大に向けての当委員勉強会の開催

企画広報委員会 

１．活動方針 

各委員会における研究・開発の成果を研修会等の企画・開催をすることに

より建設産業の役割、地域の基盤整備に貢献・社会のニーズに応えるべく活

動をしてまいりました。 

また、公益法人としての事業目的の一つとして「学校関係者及び生徒に

建設技術の素晴らしさを広く学ぶ機会を創出する」ことの趣旨に則り、各

委員会における活動・研究の成果等を高校に講師を派遣し、建設技術講習

会を開催しました。 



２．活動内容 

①建設技術講習会への参加・発表

１）平成２５年１０月２３日に岐阜農林高等学校において当協会より

講師を派遣し、環境科学科の２年生４０名を対象に下水道・橋梁・

自然共生技術委員会にて技術講習会を開催しました。 

２）平成２６年２月１７日に恵那農業高等学校において当協会より講

師を派遣し、環境科学科の１・２年生８０名を対象にダム・トンネ

ル・自然共生技術委員会にて技術講習会を開催しました。 

②広報活動の実施

各委員会の活動を一般の方々へ広く知っていただくためにパンフ

レットの作成、自前のホームページの運用や当協会における活動・研

究の成果などを岐阜県庁はじめ各土木事務所・農林事務所等を表敬訪

問し、広報活動に努めました。 




